
コンディショニングルームとは・・・

 弊社製造のコンディショニングルームは、従来の酸素カプセル等の「加圧」して
⾼酸素環境をつくるタイプとは異なり、「減圧」して周期的低酸素環境空間をつく
りだします。

 低酸素環境といえば、⾼地トレーニングが⼀般的だと思います。⾼度2000ｍ以
上の厳しい環境に⾝を置くことで、⾝体に強い負荷を与えます。

 ⾼度を2000ｍ、3000ｍ、4000ｍと上げるにつれ、より低酸素環境になり、よ
り⾼い効果を得ることが出来ると考えられています。

 しかし、⾼度をあげるにつれ⾼⼭病などのリスクが⾼まるなど、⾝体への負荷が
⾼くなり、⼀握りの⽅しか体験できません。

 コンディショニングルームでは、⾼度を1000ｍに設定しており、⾝体に過度な
負担をかけることなく低酸素環境空間をつくり出します。また、ただ⾼度を⼀定に
保つのではなく、1000ｍから50ｍまでの気圧変動を1時間に約12回繰り返し⾏な
うことで、絶えず⾝体に刺激を与え、⾝体の防御反応に働きかけます。
 



『ＣＯＮＤＩＴＩＯＮＩＮＧ ＲＯＯＭ』とは

気圧を下げる（０．９気圧）

繰り返す

ルーム内の空気を出し⼊れし、気圧変動を繰り返します。

気圧を戻す 気圧を下げた状態 ⾼度約1,000mと同じ

※⾶⾏機内の気圧は約2,000mに設定
 必要以上な負担を体にかけることはありません

　　　

低酸素環境は、競技スポーツ選⼿の競技⼒
向上に効果がある事が証明されています。
（⾼地トレーニング）



気圧の変化を繰り返すことで、⾝体の防御反応を刺激。
「気圧順応」のスイッチが⼊ることで、⾝体がより多くの酸素を取り込み、

体内環境を整えます。
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広島⼯業⼤学でのテスト結果

周期的低酸素環境下滞在前後の⽣理応答の⽐較（50分⼊室）

○ ⼼拍数・⾎圧が低下
○ ⾎管の硬度が低下（⾎管が柔らかくなる）

（2014 ⽇本体⼒医学会中国四国地⽅会）



効果

効果①リラクゼーション

効果②⽣活習慣病予防改善させる可能性

効果③脂肪燃焼（ダイエット）



酸素カプセルとの違い

酸素カプセル=加圧 コンディショニングルーム=気圧変動（減圧）

 1.3気圧（⽔深3m）

 ⾎管に圧⼒をかけ多くの酸素を取り込む
 （ヘンリーの法則）
 溶解型酸素の増加（1.5倍）
 酸素含量（2.7％増）

0.9気圧（⾼度1000m）

⾎管にかかる圧⼒を下げ⾎管を拡張
低酸素状態により体の防御反応が作⽤し
より多くの酸素を体内に取り込もうと細
胞が反応する






